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地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、「
観

光
事
業
推
進
の
意
義
・
必
要
性
お
よ
び
ゴ

ー
ル
が
、
地
域
内
で
共
有
化
さ
れ
て
い
な

い
」「
豊
見
城
市
と
し
て
攻
め
た
い
顧
客

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
不
明
確
で
あ
る
」「
明
確

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
な
く
、
売
り
・

強
み
が
伝
わ
ら
な
い
」「
沖
縄
県
へ
の
入

込
観
光
客
を
う
ま
く
取
り
込
め
て
お
ら
ず
、

立
寄
り
客
に
限
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ

た
課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

課
題
に
対
し
て
は
、次
の
よ
う
な
戦
略
・

対
応
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
の
確
立
お
よ
び
浸
透
」
で
す
。
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
と
は
、
地
域
社
会
と

地
域
資
源
と
来
訪
者
の
３
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
ほ
か
と
齟そ

ご齬
を
き
た
す
こ
と
な
く
、
持

続
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

豊
見
城
市
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
「
住
ん
で
よ
し
」
の
ま
ち
づ
く
り
、

す
な
わ
ち
地
域
資
源
の
保
全
・
再
生
・
価

値
向
上
を
通
じ
て
地
域
の
自
信
・
誇
り
を

も
つ
こ
と
。
そ
し
て
、
来
訪
者
に
と
っ
て

「
訪
れ
て
よ
し
」
の
ま
ち
づ
く
り
、
す
な

沖
縄
県
豊
見
城
市
が

取
り
組
む

「
着
地
型
観
光
」

実
現
へ
の
戦
略

沖
縄
県
豊
見
城
市

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
指
摘
さ
れ
た
豊
見
城
市
観
光
の
課
題

提
言
さ
れ
た
戦
略
・
対
応
の
方
向
性

「
地
域
再
生
人
材
相
談
事
業
」
報
告

現
状
の
「
通
過
・
立
寄
り
型
観
光
」
か
ら

「
着
地
型
観
光
」
に
発
展
す
る
た
め
の

戦
略
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

左／地域再生マネー
ジャーによる観光関
連施設の視察　
下／地域再生マネー
ジャーによるラムサー
ル条約登録湿地漫
湖の周辺視察
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わ
ち
地
域
の
魅
力
を
訴
え
か
け
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
を
拡
大
す
る
こ
と
の
重
要
性
が

提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
再
定
義
」

で
す
。
現
状
の
観
光
は
客
単
価
が
そ
れ
ほ

ど
高
く
な
く
、
立
寄
り
が
中
心
と
い
う
位

置
づ
け
で
し
た
。
そ
れ
を
「
客
単
価
が
高

く
、
滞
在
日
数
も
長
い
」
と
い
う
位
置
づ

け
へ
変
貌
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

中
長
期
的
に
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
利
用
や
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
を
利
用
す
る

こ
と
や
、
高
客
単
価
滞
在
顧
客
の
取
り
込

み
な
ど
を
検
討
す
べ
き
と
い
う
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
「
豊
見
城
市
観
光
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
」
で
す
。

客
単
価
が
高
く
滞
在
日
数
も
長
い
観
光
地

と
い
う
位
置
づ
け
に
変
貌
す
る
た
め
に
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
住
民
主
体
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
エ
コ
ツ
ア

ー
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験

等
）
を
育
て
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
基
盤
と
し
て
民

間
主
導
・
連
携
に
よ

る
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
リ

ゾ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
等
）
を
拡

充
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
つ
目
は
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の
訴
求
力

が
高
い
観
光
プ
ラ
ン
の
開
発
」
で
す
。
沖

縄
観
光
の
玄
関
口
で
あ
る
那
覇
空
港
に
近

い
と
い
う
豊
見
城
市
の
強
み
を
活
か
し
、

観
光
客
が
空
港
に
着
い
た
直
後
も
し
く
は

空
港
か
ら
帰
る
直
前
に
、
短
時
間
滞
在
で

は
な
く
半
日
か
ら
１
日
程
度
の
滞
在
を
可

能
と
す
る
よ
う
な
観
光
プ
ラ
ン
を
開
発
す

る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

ふるさと財団「短期派遣事業」の実績（平成21年度 8月～ 10月末日現在）

●沖縄県豊見城市
平成21年 8月 9日（日）～11日（火）
地域再生マネージャー　高橋一夫（流通科学大学サービス産業学部教授）
地域再生マネージャー　柏木千春（株式会社JTB法人東京）

●沖縄県石垣市
平成21年 8月 20日（木）～22日（土）
地域再生マネージャー　 中島　淳（株式会社カルチャーアットフォーシーズンス）

●秋田県由利本庄市
平成21年 9月 30日（水）～10月 2日（金）
地域再生マネージャー　斉藤俊幸（イング総合計画株式会社）

地元関係者との意見交換会の模様

戦略の
方向性

顧客の
視点

運営方法・
仕組みの
視点

組織・
人材育成
の視点

③ 豊見城市観光のアイデンテ 
ィティの確立（豊見城市の
強み・特徴・差別化要因）

④ ターゲットへの訴求力の高
いソフト（プラン）開発（地
域代表プラン、個々の資源
を活用したプラン）

⑥  -1 地元事業者・NPO等の
組織間連携の拡充（コミュ
ニケーション機会の拡充）

⑥  -2 地元事業者・NPO等の組織間連携
をサポートするプロデュース力（特に
外部人材）の強化・中間組織の設置

② ターゲットの
再定義

県内顧客の獲得 那覇空港利用
観光客の誘客

立寄型観光客
高客単価顧客の
発掘・リピート化

中客単価顧客の
発掘・リピート化

滞在型観光客
地元および
周辺住民の獲得

市内生活者

自治体主導の
コンセプトメークと開発

住民主体の
「学習する組織」の形成 地元の担い手づくり

地域間連携の
推進

ターゲットへの訴
求力の高いハード
整備（特に宿泊 )

プロモーション
（広報PR）戦略

の拡充

※①～④が主要な提言された
　戦略・対応の方向性

① 「観光まちづくり」の
考え方の確立 
および浸透

観光事業による地域
コミュニティ活性化観光収入の増加

単価・消費額の上昇 地域ブランド
の確立交流人口の拡大

提言の全体像

⑤ 魅力的な物産・土産品の 
開発・観光資源との連動


